
消毒及び滅菌の基礎と実際（1） 

リネンの消毒には熱消毒や化学消毒が用いられますが，次亜塩素酸ナトリウム処理のと
きの希釈濃度は何％ですか？　また，噴霧して使用したいと思いますが，よいですか？ 
 

 

　リネンを消毒するということは，血液，体液，排泄物で汚染されていることを意味します．その

ため，スタンダード　プリコーションやユニバーサル　プリコーションの考えのもと感染性のあるも

のとして，必ず手袋を着用して処置します．カラーリングしたビニール袋や水溶性ランドリーバ

ッグに入れ，感染性であるバイオハザードマークをつけ運搬します．感染性リネンの消毒には熱水

消毒と次亜塩素酸ナトリウム液に浸漬する方法が用いられます． 

　熱水消毒は80℃10分間として熱水洗濯機が使用されます．洗濯後乾燥させます．また，便などで

汚染されたリネンは，大きな汚染は水洗除去したのち，次亜塩素酸ナトリウム液（0.05～0.1%）に30

分間浸漬処理し，洗濯し乾燥させます．また，噴霧して使用したいとの問いですが，それはよくあ

りません．消毒が確実でないこと，作用時間が不十分であること，消毒薬を吸い込む可能性がある

ことなどから，噴霧での使用はしないことです． 

　一般患者が使用したリネンは，感染性リネンと区別し，一般のリネン袋にいれ，通常の洗濯をし

ます． 
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